
　

平
成
30
年
度
鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
鳥

取
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
西
川
昌

孝
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
鳥
取
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
県
連
会
長
と
し
て
の
重
責

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
県
連
副

会
長
、
役
員
、
各
学
校
の
校
長
先
生
方
、

事
務
局
の
皆
様
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ

て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
・
四
国
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
を
も
拝
命
致
し

ま
し
た
。
中
国
・
四
国
９
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
か
ら
幅
広
く
情
報
を
集
め
、
鳥

取
県
の
高
校
生
の
為
に
お
役
に
立
ち
た

く
、
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

携
帯
電
話
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
無
制
限
で
使
え
る
時

代
、多
様
な
働
き
方
と
雇
用
形
態
、Ａ
Ｉ
、

性
別
に
お
け
る
価
値
観
の
多
様
化
、
大

学
入
試
制
度
改
革
、
約
１
４
０
年
ぶ
り

の
成
人
年
齢
引
下
げ
な
ど
は
、
私
達
が

高
校
生
だ
っ
た
時
に
は
な
か
っ
た
も
の

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
は
単
に
事
象
と
し

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
社

会
シ
ス
テ
ム
、
社
会
環
境
を
大
き
く
変

化
さ
せ
る
も
の
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

私
達
は
そ
の
様
な
社
会
環
境
の
変
化

を
、
大
き
く
そ
し
て
急
激
に
感
じ
ま
す
。

一
方
で
、
子
ど
も
達
は
そ
う
は
感
じ
て

い
な
い
様
で
す
。
私
達
は
一
定
の
期
間
、

こ
の
時
代
を
子
ど
も
達
と
共
有
・
経
験

し
ま
す
が
、
子
ど
も
達
は
更
に
新
し
く

違
う
時
代
を
生
き
て
行
く
の
で
す
。

　

私
達
は
、
子
ど
も
に
は
幸
せ
に
な
っ

て
欲
し
い
と
も
望
む
も
の
で
す
。
幸
せ

の
価
値
観
は
い
つ
の
時
代
も
移
り
変
り
、

多
様
化
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
変
化
の
中
で
は
、
私
達
が
理
解

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、い
つ
の
時
代
も
「
人

間
と
し
て
の
普
遍
的
な
幸
福
」
に
は
変

わ
り
が
な
い
で
し
ょ
う
。
私
達
は
親
と

し
て
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
、
一
人
の

人
間
と
し
て
、生
き
方
や
価
値
観
を
し
っ

か
り
と
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
子
ど
も
達
は
、

自
ら
の
力
で
新
し
い
多
様
な
価
値
観
を

生
み
出
し
、未
来
を
切
り
拓
き
、逞
し
く
、

よ
り
良
い
社
会
を
作
っ
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
で
あ
る
高
校
生
は
、
極
め

鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

西 

川  

昌 

孝

（
鳥
取
県
立
鳥
取
西
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等
学
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Ｐ
Ｔ
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）
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ご
　
挨
　
拶 

」

て
近
い
将
来
に
、
私
達
と
同
じ
社
会
を

構
成
す
る
大
切
な
存
在
で
す
。
高
校
３

年
生
は
主
権
者
と
し
て
選
挙
権
を
得
て
、

こ
の
社
会
の
意
思
決
定
に
参
加
し
て
き

ま
す
。
成
人
年
齢
引
下
げ
が
決
ま
り
、

高
校
生
は
直
ぐ
に
社
会
人
と
な
り
ま
す
。

　

未
来
を
作
る
子
ど
も
達
は
、
言
わ
ば

未
来
か
ら
現
在
に
き
た
留
学
生
と
も
言

え
ま
す
。
私
達
は
そ
の
留
学
生
を
人
格

形
成
し
、
社
会
に
送
り
出
す
責
任
と
義

務
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
高
校

の
３
年
間
は
社
会
に
出
て
行
く
子
ど
も

達
へ
、
私
た
ち
の
価
値
観
を
伝
え
る
最

後
の
時
期
と
言
え
ま
す
。
残
さ
れ
た
時

間
を
最
大
限
に
使
う
為
に
も
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
を
取
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
達
は
、
学
校
で
は
先
生
方
に

教
え
を
乞
い
、
家
庭
で
は
親
と
共
に
育

ち
、
最
も
身
近
な
社
会
で
あ
る
地
域
で

は
、
活
動
に
参
加
し
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

社
会
で
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
で
き
る

様
に
な
る
筈
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ

同
じ
世
代
の
保
護
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
生
徒
の
み
な
ら
ず
保
護
者
を

も
導
い
て
く
だ
さ
る
先
生
方
（
学
校
）
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
勿
論
、
そ
の
中
で

も
価
値
観
の
違
い
は
き
っ
と
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
子
ど
も
達
が
幸
せ
に

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
保
護

者
・
先
生
は
い
ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
素
晴
ら
し
い
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
私
達
の
子
ど
も
で
あ
る

鳥
取
県
内
の
高
校
生
の
為
に
、
鳥
取
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
ご
支
援
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「学力の３要素」を育成する

高校教育

● 国際化、情報化の急速な進展

→ 社会構造も急速に、かつ大きく変革。

● 知識基盤社会のなかで、新たな価値を創造していく力を育てる
ことが必要。

● 社会で自立的に活動していくために必要な「学力の３要素」を
バランスよく育むことが必要。

「高大接続改革」の必要性

【学力の３要素】
① 知識・技能の確実な習得
② 思考力、判断力、表現力
③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

「学力の３要素」を
多面的・総合的に評価する

大学入学者選抜

「学力の３要素」を更に伸長し
社会に送り出すための

大学教育

高校教育・大学教育・大学入学者選抜の一体的改革

高大接続改革

※文部科学省の資料を元に作成

→

　

現
在
、
文
部
科
学
省
で
は
、
変
化
の

激
し
い
時
代
の
中
で
新
た
な
価
値
を
創

造
し
て
い
く
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、

高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者

選
抜
の
一
体
的
な
改
革
（「
高
大
接
続
改

革
」）
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
社
会
で
活
躍
し
て
い
け
る

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
こ
の
改
革
に

対
応
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
　
ど
の
よ
う
な
改
革
が
起
こ
る
の
か

⑴
学
校
教
育
が
変
わ
る
＝
新
学
習
指
導

　
要
領
へ

①
時
期

　

平
成
34
年
度
入
学
生
か
ら
年
次
進
行

で
実
施
予
定

②
主
な
ポ
イ
ン
ト

【「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」】

　

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち

に
ど
の
よ
う
な
力
（
資
質
・
能
力
）
を

身
に
付
け
さ
せ
る
の
か
、
つ
ま
り
「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
学
力
と
い
う
と
「
学
ん

だ
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
か
」

（
知
識
・
技
能
）
の
評
価
が
大
き
な
ウ
エ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
で
考

え
、
判
断
し
、
表
現
す
る
こ
と
で
（
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
）、
実
際
の
社

会
に
役
立
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」】

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
、
と
い
う
こ
と
に

も
言
及
し
て
い
る
点
で
す
。
新
学
習
指

導
要
領
に
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て

き
ま
す
。
こ
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
革
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

⑵
大
学
入
試
が
変
わ
る
＝
大
学
入
試

　

　
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
大
学
入
学
共

　

　
通
テ
ス
ト
へ

①
時
期

　

平
成
32
年
度
に
実
施
さ
れ
る
大
学
入

試
か
ら
実
施
（
現
在
の
高
校
１
年
生
か

ら
受
験
）

②
特
徴

【
記
述
式
問
題
の
導
入
】

「
知
識
・
技
能
」
だ
け
で
な
く
、「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
を
一
層
重
視
。

〈
現
行
〉

全
て
マ
ー
ク
式
問
題　
　

〈
平
成
32
年
度
～
〉

「
マ
ー
ク
式
問
題
」
＋
「
国
語
」「
数
学
」

で
一
部
「
記
述
式
問
題
」
を
出
題

【
英
語
４
技
能
の
重
視
】

〈
現
行
〉

「
聞
く
」「
読
む
」
の
２
技
能
を
測
る
マ
ー

ク
式
問
題　

〈
平
成
32
年
度
～
〉

「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」
の

４
技
能
を
測
る
民
間
の
資
格
・
検
定
試

験
で
実
施

※
平
成
35
年
度
ま
で
は
、
各
大
学
の
判

断
で
、
今
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
作
成

の
共
通
テ
ス
ト
と
資
格
・
検
定
試
験
の

い
ず
れ
か
、
ま
た
は
双
方
を
利
用
。

【
個
別
大
学
試
験
に
お
け
る
学
力
の
３
要

素
の
「
多
面
的
・
総
合
的
評
価
」】

　

学
習
面
だ
け
に
限
ら
な
い
高
校
で
の

活
動
履
歴
（
部
活
動
、表
彰
・
顕
彰
、資
格
・

検
定
な
ど
）
を
評
価
す
る
方
針
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
様
々
な
体
験
や

活
動
の
記
録
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
を

大
き
く
変
わ
る
！

　
　
　
　
　
　
日
本
の
教
育
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
教
育
委
員
会
事
務
局
高
等
学
校
課

蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

２
　
本
県
の
主
な
取
組

⑴
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の

　
育
成

○
講
師
派
遣
事
業

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業

の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
の
各
校
が
設

定
し
た
テ
ー
マ
に
応
じ
、
専
門
分
野
の

優
れ
た
知
識
・
技
能
を
有
す
る
外
部
講

師
を
招
聘
し
、
授
業
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

⑵
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
英
語
４
技
能
の
育
成

○
教
員
の
指
導
力
向
上
事
業

　

大
学
入
試
に
お
け
る
英
語
外
部
検
定

試
験
の
活
用
へ
の
対
応
を
見
据
え
た
高

校
英
語
教
員
指
導
力
向
上
の
た
め
、
外

部
講
師
を
招
聘
し
た
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
研
修
を
大
学
と
連
携

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑶
21
世
紀
型
学
力
検
討
委
員
会

　

高
大
接
続
改
革
の
動
き
を
見
据
え
た

県
内
高
校
の
具
体
的
な
取
組
等
に
つ
い

て
組
織
的
に
検
討

す
る
た
め
、
校
長
、

担
当
教
員
等
に
よ

る
委
員
会
や
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
上
げ
、
大

学
入
学
共
通
テ
ス

ト
の
よ
り
詳
細
な

概
要
や
、
高
校
で

の
活
動
の
記
録
の

蓄
積
方
法
等
に
関

す
る
情
報
収
集
や

方
針
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

→
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本
年
度
の
定
期
総
会
は
６
月
９
日

（
土
）、
鳥
取
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館

に
お
い
て
県
教
育
委
員
会
教
育
長
山
本

仁
志
様
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
開
催
し

た
。 平

成
30
年
度

　

総
　
会
　
報
　
告

　

山
本
教
育
長
か
ら
、「
今
、
教
職
員
の

働
き
方
改
革
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
て
、
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
多

く
は
部
活
動
が
主
た
る
要
因
で
、
部
活

動
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
た
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
い
。

ま
た
、
現
１
年
生
の
大
学
受
験
か
ら
新

し
い
受
験
制
度
と
な
り
、
英
語
の
民
間

試
験
導
入
や
、
自
身
の
考
え
を
ま
と
め

る
記
述
問
題
な
ど
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

高
校
の
授
業
で
も
考
え
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。」
な
ど
の
情
報
を
い
た
だ

い
た
。

　

さ
ら
に
、「
鳥
取
県
を
元
気
に
す
る
に

は
若
者
の
力
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
故

郷
を
支
え
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
教
育

が
必
要
で
あ
る
。
家
庭
や
友
達
と
の
体

験
が
、
や
が
て
は
故
郷
を
大
切
に
思
う

心
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
。」
と
、
保

護
者
へ
の
期
待
も
込
め
ら
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
29
年
度
の
会
務

報
告
、
会
計
決
算
及
び
平
成
30
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
並
び
に
高
Ｐ
連
会
則

の
改
正
、
平
成
30
年
度
全
国
高
Ｐ
連
会

長
表
彰
の
推
薦
に
つ
い
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
、
第
61
回
中
国
・
四
国
地
区
高

Ｐ
連
大
会
鳥
取
大
会
の
進
捗
報
告
に
つ

い
て
も
了
承
さ
れ
た
。

　

最
後
に
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
会
長

に
西
川
昌
孝
氏
（
鳥
取
西
高
校
・
新
任
）、

副
会
長
に
大
下
哲
夫
氏
（
鳥
取
中
央
育

英
高
校
・
新
任
）、
秦
野
啓
一
氏
（
米
子

東
高
校
・
新
任
）
が
選
出
さ
れ
た
。
平

成
30
年
度
新
役
員
は
下
表
の
と
お
り
。

　

平成30年度　県高Ｐ連合会役員

役　職 氏　名 所属校

会 長 西 川  昌 孝 鳥 取 西

副 会 長 大 下  哲 夫 鳥取中央育英

〃 秦 野  啓 一 米 子 東

理 事 上 田  博 光 八 頭

〃 松 浦  啓 介 米 子 西

理事（校長協会長） 田 中  正 士 校長協会（倉吉農業）

 〃    （ 〃 東部会長） 濱 崎  公 嗣 鳥 取 湖 陵

〃     （  〃中部会長） 藤 田  光 司 倉吉総合産業

〃     （  〃西部会長） 田 淵  直 記 境

〃 山 本  英 樹 鳥 取 西

〃 宍 戸  靖 雄 鳥取中央育英

〃 田 中   　宏 米 子 東

監 査 岩 﨑  伸 一 鳥 取 商 業

〃 衣 笠  優 子 倉 吉 東

〃 岡 田  啓 介 米 子 南

平成29年度　鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会決算書
収入の部

科         目 予算額 (A) 決算額 (B) 増減
(B)― (A) 備　考

負 担 金 4,652,000 4,647,489 △ 4,511
全日制　400円×11,336名＝4,534,400円 
定・特支200円×92名＝18,400円 
私学中高P連負担金　　94,689円

補 助 金 1,166,000 1,166,000 0 県補助金　1,016,000円 
教育公務員弘済会　150,000円

前年度繰越金 1,715,097 1,715,097 0
繰  入  金 1,000,000 1,000,000 0 運営基金特別会計より

手 数 料 980,000 1,249,621 269,621 団体保険手数料  1,068,001円　全高P賠責啓発活動費  181,620円

雑 収 入 903 27 △ 876 預金利息
合 計 9,514,000 9,778,234 264,234

科         目 予算額 (A) 決算額 (B) 増減
(B)― (A) 備　考

会 議 費 290,000 201,331 △ 88,669 総会、役員会等
事 業 費 2,185,000 2,030,251 △ 154,749

研 修 費 650,000 503,189 △ 146,811 県指導者研究大会等
地区研修活動費 810,000 810,000 0 東・中・西部　各270,000円×3地区
活 動 費 90,000 82,855 △ 7,145 会報編集委員会経費、表彰関係
広 報 費 610,000 603,873 △ 6,127 会報発行（85・86 号）
事 業 事 務 費 25,000 30,334 5,334 総会資料等

運 営 費 5,820,000 5,588,474 △ 231,526
人 件 費 3,480,000 3,463,560 △ 16,440 事務局職員給与
旅 費 1,020,000 990,370 △ 29,630 全国、中四会長・事務局長会議等
運 営 事 務 費 170,000 165,882 △ 4,118 消耗品、HP 年間維持経費等
借 用 料 190,000 171,523 △ 18,477 事務局部屋使用料、光熱費、冷暖房費等
通 信 運 搬 費 210,000 181,023 △ 28,977 電話・郵券・宅配料等
渉 外 費 160,000 98,938 △ 61,062 前会長全国表彰関係経費
社 会 保 険 料 550,000 489,978 △ 60,022 社会保険料、労働保険料
雑 費 40,000 27,200 △ 12,800 福利厚生、お茶代他

負 担 金 310,000 306,718 △ 3,282 全国高 P 連、中四高 P 連等
租 税 公 課 等 90,000 86,400 △ 3,600 法人県税・市税 81,000 円、税理士 5,400 円
退 職 積 立 金 100,000 100,000 0 　
予 備 費 719,000 0 △ 719,000 　

合 計 9,514,000 8,313,174 △ 1,200,826

（単位：円）

支出の部 （単位：円）

　

高
大
接
続
改
革
で
育
成
を
目
指
し
て

い
る
能
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
子

ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
力
で
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
で

も
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な

能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
授
業
改
善

を
進
め
て
い
ま
す
。

【
生
徒
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
の
学
習
を

大
切
に
し
て
、
授
業
理
解
を
深
め
る
こ

と
と
併
せ
て
、
家
庭
で
も
自
ら
進
ん
で

応
用
問
題
に
挑
戦
し
た
り
、
興
味
の
あ

る
こ
と
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
り
す

る
な
ど
、
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
活
動
や

体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
整
理
し

て
積
み
上
げ
、
自
分
の
考
え
や
行
動
に

活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で

も
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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　 研修会のご案内
◆鳥取県高等学校ＰＴＡ指導者研究大会
　期日：平成30年11月10日(土)
　会場：琴浦町生涯学習センター「まなびタウンとうはく」
　内容：子ども達にたくましく生きる力を付け　　
　　　 るために、保護者としてどう関わるか。
　午前　講演会　
　　　　講師　鳥の劇場主宰　中島　諒人 氏
　午後　シンポジウム

◆東部地区ＰＴＡ研修会
　期日：平成30年9月26日(水)
　会場：白兎会館
　内容：講演「子どもの能力を引き出す３つのルール
　　　　　　 ～親も子も幸せになる子育て～」　　　
　　　　講師　橘　こころ 氏

◆中部地区高等学校ＰＴＡ指導者研修会
　期日：平成30年10月28日(日)
　会場：倉吉総合産業高等学校
　内容：講演「大人になるまでに身につけておきたい力」
　　　　講師　日本海情報ビジネス専門学校校長　中永　廣樹 氏

◆西部地区ＰＴＡ会長･校長合同研修会
　期日：平成30年10月6日(土)
　会場：米子南高等学校
　内容：地元食材を使ったクッキング体験

平成30年度　県立高校ＰＴＡ会長・校長名簿

所 属 校 会 長 名 校 長 名 所 属 校 会 長 名 校 長 名

鳥 取 東 網谷　憲治 尾室　真郷 倉 吉 農 業 髙濵　國彦 田中　正士

鳥 取 西 西川　昌孝 山本　英樹 倉吉総合産業 増田由紀江 藤田　光司

鳥取商業 岩﨑　伸一 岩田　直樹 鳥取中央育英 大下　哲夫 宍戸　靖雄

鳥取工業 谷口　博昭 上原　正樹 米 子 東 秦野　啓一 田中　　宏

鳥取湖陵 大森　芳久 濱崎　公嗣 米 子 西 松浦　啓介 冨田　運一

青 谷 尾崎　浩一 小川　　勝 米 子 福田　洋一 笹川　康詩

岩 美 宮本　光博 山中　洋介 米 子 南 岡田　啓介 永野　智之

八 頭 上田　博光 中島　靖雄 米 子 工 業 椿　　春子 田中　宏明

智頭農林 白岩　智之 大塩　　朋 境 岩本　和貴 田淵　直記

倉 吉 東 衣笠　優子 御舩　斎紀 境港総合技術 福井真奈美 小澤　敏正

倉 吉 西 山田　琢伸 稲毛　　靖 日 野 西村　和宏 内仲　　弘

第61回 中国 ･ 四国地区高等学校 PTA 連合会大会

「 シンボルマーク」 決定

　各校へシンボルマークを募集したところ、33
点の応募をいただきました。実行委員会におい
て審査し、次のとおり決定いたしました。
　シンボルマークは、今後、鳥取大会開催に向
け PR 他あらゆる場面で使用します。

　鳥取県の “ 鳥 ” と大会テーマの “ 羽ばたく
鳥 ”。親鳥が小鳥を守るように羽ばたいてい
ます。
　背景には大山、鳥取砂丘、2019 の文字の
梨モチーフ、「星取県」と名乗るまでにきれ
いな星空を描きました。
　星は未来を象徴しています。鳥の赤色は、
親子の愛や子どもの未来に対する情熱を表
しました。

賞 学校名 学年 氏名

最優秀賞 米 子 西 高 校 ３ 大石　怜央

優秀賞 鳥 取 湖 陵 高 校 ３ 小山　未夢

〃 鳥取中央育英高校 ３ 淺田　真由

入　選 鳥 取 湖 陵 高 校 ３ 八峠　基哉

〃 同　上 ３ 山﨑　稜也

鳥 取 大 会 

制作の意図

最優秀作品
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介

青
谷
高
等
学
校

　

本
校
は
、
青
谷
の
子
ど
も
た
ち
に
勉
強

で
き
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
い

う
地
域
住
民
の
熱
い
想
い
か
ら
、
昭
和

23
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年

に
単
位
制
総
合
学
科
の
高
等
学
校
に
改

編
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
創
立
70
周
年

を
迎
え
、
５
月
２
日
（
水
）
に
記
念
式

典
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
式
典
後

の
記
念
講
演
会
で
は
「
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ

ル
が
一
年
で
偏
差
値
を
40
上
げ
て
慶
応

大
学
に
現
役
合
格
し
た
話
」
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
小
林
さ
や
か
さ
ん
が
、「
や
っ

て
み
な
き
ゃ
わ
か
ん
な
い
っ
し
ょ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
努

力
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
に
続

き
９
月
26
日
に
は
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

と
し
て
小
林
さ
や
か
さ
ん
の
お
母
さ
ん

の
橘
こ
こ
ろ
さ
ん
に
「
子
ど
も
の
能
力

を
引
き
出
す
３
つ
の
ル
ー
ル
～
親
も
子

も
幸
せ
に
な
る
子
育
て
～
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
事
業
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
常

任
委
員
会
に
専
門

部
を
設
け
て
お
り
、

現
在
は
「
生
活
指

導
部
」、「
環
境
保

健
部
」、「
人
権
・
教
育
部
」
の
３
つ
の

専
門
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
生
徒
や

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
指
導
部
」
は
主
に
、
夏
季
休
業

中
の
街
頭
巡
視
や
春
と
秋
に
行
わ
れ
る

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動

へ
の
参
加
な
ど
生
徒

の
健
全
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
環
境
保
健
部
」

は
、
学
校
祭
で
模
擬

店
を
出
店
し
た
り
、

強
歩
大
会
の
運
営
補

助
を
し
た
り
し
て
生

徒
の
健
康
面
で
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
人
権
・
教
育
部
」
は
人
権
教
育
に
関

す
る
研
修
会
を
実
施
し
た
り
、
校
外
模

擬
試
験
実
行
委
員
会
を
主
宰
し
た
り
と

生
徒
の
学
力
向
上
と
人
権
意
識
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
年
に
４
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
灯
台
」

を
発
行
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
、

生
徒
の
活
動
等
を
す
べ
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
社
会
性
と
優
れ

た
想
像
力
を
養
い
、
自
ら
責
任
を
持
っ

て
行
動
で
き
る
人
間
と
し
て
成
長
し
て

い
く
こ
と
は
、
親
た
ち
の
共
通
の
願
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が

意
欲
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
充
実
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
文
責　

会
長　

尾
崎
浩
一
）

強　歩　大　会

米
子
工
業
高
等
学
校

　

本
校
は
、
大
正
12
年
に
鳥
取
県
立
工

業
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
今
年
96
年

目
を
迎
え
る
長
い
歴
史
を
誇
る
工
業
高

校
で
す
。
幾
多
の
変
遷
を
た
ど
り
、
現

在
は
平
成
23
年
に
竣
工
し
た
新
校
舎
で
、

各
学
年
５
ク
ラ
ス
、
５
６
０
余
名
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
全
学
年
と
も
、
機
械

科
（
Ｍ
）、
電
気
科
（
Ｅ)

、
情
報
電
子

科
（
Ｗ)

、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
（
Ｃ
）、

建
設
科
（
建
築
コ
ー
ス
（
Ka
）・
土
木
コ
ー

ス
（
Kp
））
の
５
科
２
コ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
地
域
社
会
・
産
業
界
に
貢
献
す
る
人

材
の
育
成
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、「
自

律
」「
創
造
」「
協
働
」
の
校
訓
の
も
と
、

厳
し
く
自
分
を
律
し
、
社
会
人
と
し
て

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、

実
学
を
学
び
豊
か
な
創
造
力
を
持
っ
た
、

他
者
を
思
い
や
り
共
に
行
動
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
学
校
で
す
。

  

米
工
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、「
楽
し
く
元

気
に
無
理
を
せ
ず
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、「
総
務
研
修

部
」「
人
権
教
育
部
」「
広
報
部
」
の
３

部
で
生
徒
・
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
総
務
研
修
部
」
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
企
業

研
修
旅
行
を
企
画
立
案
し
、
保
護
者
の

進
路
意
識
を
深
め
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
10
月
中
旬
に
松
江
総
合
医

療
専
門
学
校
と
山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業

株
式
会
社
に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
卒

業
生
が
元
気
に
働
い
て
い
る
姿
を
見
て

安
心
し
た
り
、
製
品
製
作
に
か
か
わ
る

様
々
な
苦
労
や
工
夫
を
知
り
大
変
勉
強

に
な
り
ま

し
た
。
ま

た
９
月
の

米
工
祭
で

は
伝
統
の

餃
子
・
カ

レ
ー
・
飲

み
物
販
売

を
行
い
、

皆
様
か
ら

大
変
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
以
外
の
皆

様
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
「
人
権
教
育
部
」
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の

人
権
教
育
研
修
会
の
企
画
お
よ
び
運
営
、

学
校
主
催
の
人
権
教
育
講
演
会
お
よ
び

本
校
人
権
教
育
へ
の
意
見
を
募
っ
た
り

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
取
り
組
み
を
協
議
し

て
い
ま
す
。

　
「
広
報
部
」
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
鵬
翔
」

を
年
３
回
発
行
し
、
各
学
期
の
行
事
や

生
徒
の
様
子
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
写
真
も
多
く
掲
載

し
て
、
大
会
や
行
事
で
の
生
徒
の
躍
動

す
る
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
、
こ
の
米
工
を
選
択
し

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
挑
戦
す
る

こ
と
を
怠
ら
ず
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
一
生
懸
命

応
援
し
て
い
く
の
が
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

       　

（
文
責　

会
長　

椿　

春
子
）

ＰＴＡ常任委員会

米工祭にて
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第
68
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

佐
賀
大
会
報
告

　

第
68
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
大
会
「
佐
賀
大
会
」
が
平
成
30
年
８

月
20
日
（
月
）、21
日
（
火
）
の
２
日
間
、

佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
赤

十
字
社
の
創
始
者
、
佐
野
常
民
氏
の
博

愛
の
精
神
（
人
を
愛
し
国
を
愛
す
る
心
、

慈
し
む
心
）
の
大
切
さ
「
広
め
よ
う　

高
め
よ
う　

慈
し
む
心
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か

ら
お
よ
そ
９
２
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

鳥
取
県
か
ら
は
96
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
佐
賀
県
内
の
佐
賀
市
、
唐
津

市
、
鳥
栖
市
、
嬉
野
市
の
４
会
場
で
行

わ
れ
、
メ
イ
ン
会
場
の
佐
賀
県
総
合
体

育
館
で
開
閉
会
式
や
基
調
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
、
各
会
場
へ
映
像
配
信
さ
れ
ま

し
た
。
各
会
場
で
は
分
科
会
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
分
散
型
の
各
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
地
元
高
校
生
や
地
元
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
の
方
々
に
よ
る
会
場
運
営
な
ど
親
近

感
と
温
か
み
を
感
じ
る
大
会
で
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
レ
モ
ン
さ
ん
の

ビ
タ
ミ
ン
ト
ー
ク
！
～
慈
し
み
の
愛
言

葉
！
Ｗ
ｅ　

ａ
ｒ
ｅ
シ
ン
セ
キ
！
～
」

と
題
し
、
大
阪
大
学
の
講
師
で
ラ
ジ
オ

Ｄ
Ｊ
で
も
あ
る
レ
モ
ン
さ
ん（
山
本
シ
ュ

ウ
さ
ん
）
か
ら
の
軽
快
な
ト
ー
ク
が
あ

り
、
そ
の
話
術
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
第
２
分
科
会
「
進
路
指
導

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
学
校

と
保
護
者
が
協
働
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
題
し
４
つ
の
高
校
の
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
高
校
、
自
治
体
、
大
学
、

同
窓
会
と
の
連
携
、
そ
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
関
わ
り
方
の
大
切
さ
、
ま
た
子
ど
も
達

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
活
動
や
地
域
の
方
と
の
子

育
て
（
教
育
）
活
動
等
の
発
表
で
し
た
。

　

唐
津
会
場
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
篠
笛
奏
者
・
作
曲
家
の
佐
藤
和
哉
さ

ん
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
高
橋
是
清
と
耐
恒

寮
の
少
年
た
ち
」
と
題
し
、
唐
津
商
工

会
議
所
会
頭
の
宮
島
清
一
氏
の
講
演
を

お
聞
き
し
、日
本
銀
行
総
裁
、大
蔵
大
臣
、

内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
た
高
橋
是
清
が

耐
恒
寮
の
少
年
達
に
英
語
教
師
と
し
て

　開会式において表彰式が行われ、
本県からは次の方が受賞されまし
た。
誠におめでとうございます。

◆優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰
　◯団体表彰
　　鳥取東高等学校ＰＴＡ
◆ＰＴＡ活動振興功労者表彰
　◯個人表彰
　　池内　勝彦氏（元鳥取西高会長）
◆全国高Ｐ連会長表彰
　◯個人表彰
　　尾﨑　宏之氏
　　（前倉吉総合産業高会長）
　　濵﨑　　恵氏（前岩美高会長）
　◯団体表彰
　　鳥取中央育英高等学校ＰＴＡ
　　米子工業高等学校ＰＴＡ
　◯役員等表彰
　　中井太一郎氏（前県高Ｐ連会長）
　　山本　千尋氏（前高Ｐ連事務局主事）

平成31年度各種研究大会等の予定
○鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会総会
　　6月　　中部地区
○中国･四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会鳥取大会
　　7月12日(金)　とりぎん文化会館　梨花ホール
○全国高等学校ＰＴＡ連合会大会京都大会
　　8月22日(木)、23日(金)
　　　京都市「京都市勧業館みやこめっせ」他
○鳥取県高等学校ＰＴＡ指導者研究大会は
   開催しません。

■全国高Ｐ連会長表彰■

何
を
伝
え
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の

若
者
達
が
ど
う
育
っ
て
い
っ
た
の
か
、

そ
し
て
唐
津
に
お
け
る
英
語
教
育
に
見

ら
れ
る
明
治
初
期
の
教
育
に
つ
い
て
現

在
入
手
で
き
る
史
料
を
も
と
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
経
験
（
体
験
）

し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
年
は
県
内
各
高
校
の
会
場
・

宿
舎
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

鳥
取
県
の
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
の

懇
親
会
が
実
施
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

　

次
年
度
は
、「
Ｋ
ｙ
ｏ
か
ら
！
未
来
を

拓
く
」
～
受
け
継
ぎ
、
創
る
新
た
な
ス

ト
ー
リ
ー
～
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
京
都

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
か
ら
多

く
の
参
加
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
文
責 

高
Ｐ
連
副
会
長 

秦
野
啓
一
）

八頭高等学校　「八頭高だより」
米子西高等学校　「米西だより」

■ＰＴＡ広報紙展示■
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